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韓国人学習者向け漢字教材開発のための基礎資料
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The Development of Kanji Learning Materials for Korean-Speaking
Learners of Japanese: A Preliminary Study
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濱田美和・高畠智美（2013）：漢字学習のためのグ
ループ練習用教材の開発―日本語学習者同士で円
滑に学習活動を行うための方法を探る―．富山大
学留学生センター紀要，第12号，1-8．
濱田美和・高畠智美（2016）：ワークシート，カー
ド，タブレット端末を用いた漢字学習教材の開発―
日本語学習者間のグループ練習活性化のために―．
富山大学国際交流センター紀要，第3号，25-34．
濱田美和（2017）：中国人学習者向け漢字教材開発
のための基礎資料．富山大学人間発達科学部紀要，
第11巻第3号，131-142．
注
1）曺（1994）によると，韓国の大学の日本語科や
高校の第2外国語としての日本語教育において
も漢字・漢語の教育が別途のカリキュラムで設け
られていることは少ないようである。
2）前期と後期に，それぞれ90分×15週間行われ
る授業で，交流協定校からの短期留学生，日本語・
日本文化研修留学生，大学院生，研究生等が受講
している。
3）毎回の授業は，前回の復習用確認テストを実施
した後，その回の学習項目の予習用宿題を学習者
同士で確認し合い，次に教師主導で漢字・漢字語
を導入練習し，最後に学習者同士で2～3人のグ
ループを作って練習を行うという流れになってい
る。
4）学習者だけで円滑に練習を進めていけるよう，
2009年度よりグループ練習用教材の開発に取り
組んでいる。詳細は濱田・高畠（2013），濱田・
高畠（2016）を参照されたい。
5）濱田（2017）での日中両言語の対応関係を見た
ときと同じ例文を使用した。
6）韓国語リストが809語，中国語リストが811語
となっているのは，中国語では「受ける」と「抱
える」の2語において，日中両言語で意味的に
対応する漢字語が同じ場合と異なる場合があり，
これらを中国語リストでは分けて掲載したためで
ある。「影響を受ける」は中国語で「受」，「融資
を受ける」は「取得」となるが，韓国語ではいず
れも「 」となる。「両手に荷物を抱える」は中
国語で「抱」，「負債を抱える」は「背，担 」と
なり，前者は日中両言語で意味的に対応する漢字
語が同じだが，韓国語は前者は「 ，後者は
「 となり，いずれもハングル表記のみの語で
漢字語との対応とはならない。
7）曺（1991）においても「日中同形漢語に比べる
と日韓同形漢語の方が語義の類似性が高い」
（p.76）ことが指摘されている。曺（1991）では，
文化庁（1978）の『中国語と対応する漢語』で扱
われている1882語について日韓同形漢語の語義
の異同を調べ，日韓・日中同形漢語の意義の異同
の比率を比較している。
付記
本稿は科学研究費補助金基盤研究（C）「グループ
練習活動を取り入れた漢字授業のデザインと教材開
発」平成27-30年度（課題番号JP15K02636）によ
る成果の一部である。
（2017年10月6日受付）
（2017年12月20日受理）
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